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款 項 目 大 中

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

27,367

国・県支出金 1,878 0 1,877 1,877

対前年比 97.4 108.7 97.7

財
源

一般財源 26,773 27,918 28,079

費
用

その他財源 0 0 409 444

正職員
従事者数 3.00

0

費用合計 28,651 27,918 30,365 29,688

その他職員
従事者数 0.00 0.00 0.00 0.00

人件費 0 0 0

内容（手段）
目的達成のため
にどのような事業

を実施したか

◆平成28年度実施内容
・健康相談事業（定例健康相談、医師健康相談、生活習慣病予防相談、歯科相談、職域へ
の歯周病予防相談、老人健康相談の実施）
・健康教育事業（健康教室、地区健康教育の実施）
・訪問指導事業（疾病や介護予防が必要な人に対する訪問指導の実施）
・第2次健康日本２１こまき計画「健康こまきいきいきプラン」の推進
・健診事業（成人歯科健診、いきいき世代個別歯科健診の実施）
◆平成28年度直接経費の内訳
　老人健康相談事業委託料　　　　　　　　　2,366千円
　成人歯科健診事業委託料　　　　　　　　　　992千円
　いきいき世代個別歯科健診事業委託料　3,700千円
　他謝礼、需用費　　　　　　　　　　　　　　　　6,423千円

◆平成29年度実施内容
・健康相談事業、健康教育事業、訪問指導事業、成人歯科健診事業の継続
・第2次健康日本２１こまき計画「健康こまきいきいきプラン」の推進
◆平成29年度直接経費の内訳
　老人健康相談事業委託料　　　  　　　　　　2,366千円
　成人歯科健診事業委託料　　　　  　　　　　　592千円
　いきいき世代個別歯科健診事業委託料　3,800千円
　他謝礼、需用費　　　　　　　　　　　　 　　　　6,046千円

受益者負担 無

コ
　
　
ス
　
　
ト

Ｈ26決算額 Ｈ27決算額 Ｈ28決算額

3.00 3.00 3.00

人件費 15,780 15,780 16,884 16,884

Ｈ29予算額

直接経費 12,871 12,138 13,481 12,804

概ね４０歳以上の市民を対象

どの様な状態
にするのか 心や体の健康づくりに取り組み、要介護状態を予防できるよう支援する

基本施策・展開方向 保健・福祉 健康づくり 心と体の健康づくりへの取組みを支援します

予算区分 4 1 4 3 1

事業番号 10

平成29年度 事務事業評価シート（ 実施計画事業 ・ 経常事業 ）

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

事務事業名 壮年期等保健事業 担当部 健康福祉部

会計区分 一般会計 担当課 保健センター

事業期間 平成２６年度以前 ～ 平成３０年度まで 担当係 成人保健係

根拠法令・個別計画 健康増進法・健康第6次総合計画、第2次健康こまきいきいきプラン

目
的

何・誰を
対象に
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単位

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

平
成
２
９

年
度
の
実

施
内
容

千円 13 節 節予算区分

判定理由・削減内容

３０年度以降
の実施内容

二
次
評
価

方向性の判定 判　定　理　由

縮　小

一次評価のとおり。
平成30年度以降の事業費（一般財源）は、原則的に、平成29年度当初予算の金額
から本年度の事務事業評価による額を控除した金額を上限とするとともに、引き続
き、利用者数や受診率、各事業内容やその効果等を精査しながら事業実施に努め
られたい。

事
業
の
自
己
評
価

平
成
２
８
年
度
の
実
施
結

果

事業の
達成状況

平成27年度から第2次健康日本21こまき計画を推進し、栄養部会では食の環境整備
として「ヘルシーメニュー」を市内飲食店と協働で展開した。また運動部会ではロコモ
ティブシンドロームの予防として予防体操の広報掲載を展開した。計画の中の重点施
策として糖尿病重症化予防の取組みとして、特定健診受診者のうち、ハイリスク者に
受診勧奨、相談利用の案内を保険年金課と協働で行った。職域への健康教育にも取
り組んだ。

事業実施における
課題

健康について関心を持つ市民が増えるよう、関係機関や地域などとも協力して健康づ
くりを意識する機会、取り組める機会を増やす工夫が必要。

成人歯科健診は、委託内容を変更し委託料の削減をした。
健康づくりは継続的な取り組みが必要。引き続き第2次健康日本21こまき計画を推進
し、健康づくりに取り組む市民を増やす。

定例で実施している老人健康相談について、開催の周知など行っているが平成27年
度頃から少しずつ利用者が減少している。老人福祉センターでの医師による相談だ
けではなく、老人クラブ等の会合に保健師が出向き相談ができることも周知しつつ、
定例で実施している老人健康相談の実施回数を半減し24回とするが、高齢者の介護
予防に必要であるフレイル予防事業のための相談を新たに行う。
老人健康相談委託料
委託料削減額45,000円×24回×1.08＝1,166,400円①
歯科衛生士・栄養士謝礼4,800円×12回×2人＝115,200円②
①-②＝1,051,200円

老人クラブ連合会などで保健師による健康相談などを広く周知するとともに、老人福
祉センターでの老人健康相談は医師だけでなく、歯科衛生士、栄養士による健康教
育を踏まえた相談事業に転換していく。

２９年度における実
施内容や結果見込

み

平
成
３
０
年
度
の
事
業
の
方
向
性

方向性の判定 縮　小
対象や手段の絞込み等により、事業のボリュームを縮
小すべきもの

削減額・削減対象 事務事業評価による額 1,051

老人健康相談利用者
数

人
250 200 200 200

224 162 126

成果指標名 H26 H27 H28 H29

生活習慣の改善に既に取り
組んでいる市民及び今後改
善してみようと思っている市
民の割合

％
70 68 68 68

66.9% 67.2% 67.3%

48 48 48

業
　
　
　
　
績

活動指標名 H26 H27 H28 H29

老人健康相談実施回
数

回
48 48

いきいき世代個別歯科
健診受診率

％
15 10 10 10

8.0 8.6 8.3

事業番号 10

48 48
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